
君津市教育情報化推進計画（案）について 

１．君津市教育の情報化推進計画（案）について 

  （別紙） 

２．GIGA スクール構想進捗状況 

○１０月末に一人一台端末を中学３年生に配置完了 

○１２月末に、一人一台端末を中学１，２年生にも配置完了 

○１月末まで小学生全学年、教職員にも配置完了 

○年度内に校内普通教室の通信無線ネットワーク工事完了 

３．「GIGA スクール構想」の実現へ向けて

学習ソフト    一人一台端末        ＊ICT 支援員拡充  

＊学力テスト    ＊電子黒板型大型提示装置 ＊外部有識者からの助言 

ネットワーク整備  

    (＊令和２年度整備予定) 

“GIGA”＝Global and Innovation Gateway for All 

 すべてのこどもたちに世界とイノーベーションへの入り口を（意訳） 

「ハード」だけでなく、「ソフト」「人材」一体となった施策の推進 

GIGA スクール 

個別最適化された学び 

ソフト 

デジタル教科書 

教材 

ICT を活用した学

習活動 

ハード 

デジタル教科書 

教材 

ICT を活用した学

習活動 

指導体制 

教員の ICT 活用 
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君津市教育の情報化推進計画骨子（案）

君津市総合計画 

きみつ教育 創・奏５か年プラン 

（君津市教育振興基本計画）   デジタルトランスフォーメーション 

                 DX 推進方針 

君津市教育情報化推進計画 

児童生徒の「情報活用能力の育成」や「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授 

業改善」のため、各教科等の指導における ICT の効果的な活用を推進していく。 

○教員による提示  ○個に応じる学習  ○調査活動  ○思考を深める学習  

○表現・制作     ○家庭学習     発表や話し合い・協働での意見整理 

○協働制作      ○学校の壁を越えた学習     ○非常時における学びの保障 

方針 10の施策 

情報活用能力

の育成 
① 情報活用能力等の資質・能力の育成のためのカリキュラムマネジメ

ント 

情報活用能力

の育成 

教科等の指導 

② 発達段階に応じた情報モラル教育の実施 

③ プログラミング教育の実施 

④ 主体的対話的で深い学びの視点からのＩＣＴを活用した授業実践 

教科等の指導

における活用 
⑤ 個別の特性や能力・状況に応じた学習の充実 

⑥ 教員のＩＣＴ活用指導力の向上のための取組 

⑦ 校務支援システムの活用による業務改善 

校務の情報化

の推進 
⑧ 家庭地域との連携強化 

⑨ 児童生徒の安心安全への ICT の活用 

環境の整備 

（DX 推進方針との連携） 学校の情報化を支える ICT 環境の整備    

国が示した「整備計画」および「教育振興基本計画」、「GIGA スクール構想」を踏まえ、「デジ

タル・トランスフォーメンション（ＤＸ）推進方針」、「第三次きみつ教育 創・奏 5か年プラ

ン」の目標の下、効果的な機器の活用方法を模索しながら、新時代に即した情報活用能力の育

成や想像力を育む学びを実践していく。 

１ 君津市教育の情報化推進計画の位置づけ

２ 計画の基本方針および方策（案）

３ 学校における ICT を活用した学習場面例
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大和田小・坂田小の統合校の新校名について

１  趣 旨  

   「 学 校 再 編 第 ２ 次 実 施 プ ロ グ ラ ム 」に も と づ き 、統 合 に よ り

新 た な 学 校 づ く り を 行 い 、 学 校 の 活 性 化 を 図 る 。

   大 和 田 小 ・ 坂 田 小 の 統 合 に か か る 校 名 を 選 考 す る 。

２  校 名 決 定 に 至 る 進 め 方  

 （ １ ） 統 合 準 備 室 の 設 置

     学 校 関 係 者 、地 域 代 表 者 、保 護 者 代 表 者 が 参 加 す る 組 織

で あ り 、 新 た な 学 校 を つ く る た め の 検 討 事 項 を 協 議 す る 。

 （ ２ ） 校 名 候 補 の 絞 込 み

     統 合 準 備 室 に て 、選 考 方 法 を 考 え 、校 名 の 絞 込 み を 行 う 。

 （ ３ ） 統 合 準 備 室 か ら 教 育 委 員 会 へ

     統 合 準 備 室 に て 推 薦 す る 校 名 を 教 育 委 員 会 へ 提 言 す る 。

 （ ４ ） 教 育 委 員 会 会 議 に て 原 案 の 決 定

     推 薦 さ れ た 校 名 の 中 か ら 、 校 名 の 原 案 を 決 定 す る 。

 （ ５ ）「 君 津 市 小 ・ 中 学 校 設 置 条 例 」 の 改 正 に つ い て 上 程

３  こ れ ま で の 経 緯  

 □ 7/2     大 和 田 小 ・ 坂 田 小 統 合 準 備 室 の 設 置  

 □ 7/2    第 １ 回 総 務 部 会 の 開 催  

        議 題  「 校 名 に つ い て 」  

 □ 8/20-9/22 校 名 の 募 集

 □ 10/8   第 ２ 回 総 務 部 会 の 開 催  

        議 題  「 校 名 候 補 の 絞 込 み に つ い て 」  

４  募 集 の 結 果  

 □ 応 募 者

  ・ 市 内 外 問 わ ず 応 募 が あ っ た 。

  ・ 在 校 生 、 卒 業 生 、 一 般 の 方 々 か ら 多 く 集 ま っ た 。

 □ 応 募 数  ２ ６ ９ 件

５  統 合 準 備 室 か ら の 推 薦 書  ※ 別 紙 参 照
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校名決定までの流れ

校名募集

総合教育会議

教育委員会会議

統合準備室からの推薦をもとに協議

校名候補の絞り込み

・ ３~４点に絞り込み
・ 根拠と推薦理由

議会へ

条例の改正 君津市小・ 中学校設置条例

校名の原案決定
教育委員会にて

統合準備室

【 総務部会】

校名の正式決定

参考

８月２０日～９月２２日

１０月頃

１１～１２月頃

１２月頃

３月末予定

統合準備室として推薦
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推薦書 

大和田小・坂田小学校の統合校名 

推薦校名 主な推薦理由

君津小学校

・君津を代表する小学校として発展してほしい。 

・この地区には、君津の名が入った住所（大字名）が 

いくつか存在するが、他地区にはない。また、市内に 

は君津の名がつく小学校がまだない。 

・子どもにもなじみのある名前である。 

君津西小学校

・君津市全体の西側、君津西地区に位置している。

・今後も他地区で再編があることを考慮すると、君津西 

小が適している。 

周西北小学校

・周西小より北に位置している。

・もとは周西小から分かれてできた学校であり、場所も

わかりやすい。

・中学校は「周西中」であり、地域名としての「周西」の

名を残したい。

周西の丘小学校

・「丘」は校歌の歌詞にもあり、子どもたちになじみが

ある。

・周西中も隣接しているため、場所もわかりやすい。

・地域名としての「周西」の名は残したい。

※応募件数が最も多かった「山の上小」が上記選定候補に入らなかった理由 

・「山の上」は、確かに通称として長年親しまれているが、大局的に見ると 

地域限定の通称であるということ。 

 ・「山の上」は、他の施設名等でも多く使われているということ。 

 ・正確には、「山」というより「丘」であるということ。

【参考意見】

・「君津小」が望ましいが、市内中学校には君津中があり、小中のつながり

や学校の位置関係など複雑化することへの懸念もある。
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令和2年（ 2020年） 11月5日発行

発行： 大和田小・ 坂田小統合準備室

このたよりは「 大和田小・ 坂田小統合準備室」 における協議の状況を、地域や保護者の皆様にお知

らせするために発行しました。

大和田小と坂田小の統合に伴い、新しい校名を募集したところ、在校生・ 卒業生・ 一般の方々 から

たく さんの応募がありました。ご協力いただき、誠にありがとうございました。※以下、五十音順

校名案 応募数 校名案 応募数 校名案 応募数

大坂
おおさか

小 ７ 坂田
さ かだ

小 ４ 周
す

西
さい

山
やま

の上
うえ

小 ２

大坂田小
おおさかだ、おおさかた

１３ 坂
さか

の上
うえ

小 １０ つつじヶ丘
おか

小 ２

大田
おおた

小 ２ 坂田大和田小
さかだおおわだ、さかたおおわた

３ 人見
ひと み

小 ２

大和田
おおわだ

小 ９ 坂和
さ かわ

小 ５ 人見ヶ浦
ひと みがう ら

小 ４

丘
おか

の上
うえ

小 ６ 坂
さか

和田
わ だ

小 １４ 緑
みどり

小 ２

君津
きみつ

小 ２３ 獅子山
し し やま

小 ２ 大和坂小
やまとざか、やまとさか

１１

君津
きみつ

西
にし

小 ７ 新坂田
しんさかだ

小 ２ 大和坂田小
やまとさかた、おおわさかた

４

君津
きみつ

第一
だいいち

小 ２ 周西
すさ い

小 ４ 山
やま

の上
うえ

小 ３１

君
きみ

津
つ

山
やま

の上
うえ

小 ３ 周西北
すさいきた

小 ９ 令和
れいわ

小 ２

★以下すべて応募数１ 和坂
わさ か

小 ４

青空
あおぞら

小、青葉
あおば

小、あさひ小、うみ小、海
うみ

の見
み

える丘
おか

小、大坂
おおさか

和田
わ だ

小、大坂
おおさか

・丘
おか

の上
うえ

小、

大坂山
おおさやま

小、大田坂
おおたさか

小、大森坂
おおもりさか

小、おおわださかだ小、大和田
おおわだ

坂田
さ かだ

小、おかの上
うえ

小、

開
かい

晴
せい

小、君
きみ

丘
おか

小、君
きみ

が丘
おか

小、君田
きみた

小、君津
きみつ

大坂
おおさか

小、君津
きみつ

光明
こうめい

小、君津
きみつ

総合
そうごう

小、

君津
きみつ

鉄人
てつじん

小、君津
きみつ

中央
ちゅうおう

小、君津
きみつ

日鉄
にってつ

小、君津
きみつ

の丘
おか

小、君津
きみつ

湊
みなと

小、君津
きみつ

未来
みら い

小、

君和田
き みわだ

小、君津
きみつ

夢
ゆめ

が丘
おか

小、北
きた

小、 高尚
こうしょう

小、坂上
さかがみ

小、坂田
さ かだ

丘
おか

の上
うえ

小、坂田ヶ丘
さ かたがおか

小、

坂田
さ かだ

大
だい

小、坂田
さ かだ

の丘
おか

小、坂田
さ かた

山
やま

の上
うえ

小、坂山
さかやま

大
だい

小、桜ヶ丘
さくらがおか

小、さく らの山
やま

小、山
さん

幸
こう

小、

山交
さんこう

小、しあわせ小、爾
じ

今
こん

小、 星連
しょうれん

小、新大和田
し んおおわだ

小、新
しん

みどり小、周淮
す え

小、 周准
すえ、すず

小、

末末
すえずえ

小、周
す

西西
さいにし

小、周
す

西
さい

の丘
おか

小、周山
すやま

小、周
す

北
ぼく

小、周
す

西
さい

山
ざん

小、周西東
すさいひがし

小、世
せ

翔
しょう

小、

大誠
たいせい

小、太陽
たいよう

小、月
つき

小、つつじ小、躑躅ヶ丘
つつじ がおか

小、西
にし

周
す

西
さい

小、二田
に た

小、望
のぞ

みの丘
おか

小、

ヒルズ小、ひろがる小、三
み

つ葉
ば

小、三津
み つ

葉
ば

小、 雅周准小
みやびすえ、みやびすず

、ミライ大坂
おおさか

小、

未来
みら い

の丘
おか

小、明晴
めいせい

小、やまのうえ小、山
やま

ノ上
うえ

小、山
やま

の上
うえ

汐風
しおかぜ

小、山上
やまがみ

小、山
やま

の手
て

小、

令和
れいわ

未来
みら い

小、和田
わ だ

小、和田坂
わだ さ か

小

回覧

第２号

募集期間： 令和２年８月２０日～９月２２日

応募総数： ２６９件（ １０８案）

※君津市のＨＰにて、校名募集の結果一覧を応募理由とともに掲載しております。
- 6 -



令和2年（ 2020年） 11月5日発行

皆様からのたく さんのご応募、誠にありがとうございました。

１０月８日（ 木） 坂田小学校において、第２回目の総務部会を開催しました。

校名募集で寄せられた２６９件（ 校名案１０８案） をもとに、新たな小学校の校名について選定する

ため、統合準備室委員で協議をしました。選定された校名候補４点と公募における主な応募理由、そ

して協議での主な選定理由については、以下のとおりです。

・ 両校の名前はなるべく避けたい（ どっちの名前が先で後でということも含め）。

・「 君津小」 …学区には君津の名前が入った住所（ 大字名） がいくつかあるが、他の学区

にはない。また、市内に君津の名前がつく小学校がない。子どもになじみがあるので、

よいのではないか。

・「 君津西小」 …今後も再編があることを考えると、君津市の西側、君津西地区に位置して

いることや、君津の名は付けたいということからもよいのではないか。

・「 周西北小」 …周西小より北にあり、周西という名は残したいので、よいのではないか。

・「 周西の丘小」 …周西中校歌の歌詞にも「 丘」 とあり、昔からなじみもある。地域的な

名前を残しつつ、場所がわかりやすいという理由からいいのではないか。

・「 山の上」 は通称として長年親しまれているが、地域限定であり、他の施設名等でも多く

使われている。通称とはいえ、厳密には山というより丘であることも考慮する必要がある。

君津小

君津西小

周西北小

周西の丘小

統合準備室の資料や会議録は、

君津市ホームページにも掲載

しています。ご覧ください。

「 校名候補の選定について」

・ 君津を代表する小学校として発展してほしい。

・「 鉄のまち君津」 日本製鉄に一番近い。

・君津中や君津高校もあることを踏まえて、小学校はまだ君津を

冠した名前がない。

・ 大和田小、坂田小の統合校として躍進してほしい。

・ 君津市の一番西側にある小学校である。

・ 既存の名前を残さず、統合するので新しい名前が望ましい。

・ 東西南北「 周」 のつく学校で競合し合い、学業・ 思いやり・ 健

康等を育み、地域全体が一本化してレベルアップを願って。

・ もとは周西小からの分離であり、周西小の北側にあるため。

・ 周西小と兄弟姉妹であるという思い。

・ 大和田、坂田どちらの地域からも、違和感なく親しみを持てる

小学校となるように。

・ この５０年、山の上３校で成長してきたことを繋げていけるよ

う、丘にある小学校というわかりやすい名前がよい。

校名候補と公募における主な応募理由

総務部会で委員から出た主な意見（ 選定理由） について

編集・ 発行： 大和田小・ 坂田小統合準備室

事務局： 君津市教育委員会学校再編推進課

ＴＥＬ 0439（ 56） 1562 Ｆ ＡＸ （ 56） 1627
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大和田・坂田小学校統合施設整備基本構想及び 

基本計画の進捗について 

１ 趣旨

大和田・坂田小学校統合施設整備にあたり、長期にわたり良好な教育環境を維持

することを前提としつつ、さらなる教育環境の拡充や用途の複合化など検討する。 

（１）基礎となる方針・計画 

   □文部科学省小学校施設整備指針 

 □君津市学校施設の個別施設計画 

   □君津市学校再編基本計画 

   □君津市学校再編第２次実施プログラム 『学園の丘』文教エリア構想 

（２）用途の複合化に係る検討 

   □防災機能について 

 □放課後児童クラブについて 

２ 基本構想及び基本計画策定に係る支援業務委託 

（１）支援業務 

現況調査をもとに課題を整理し、必要な改修や改築の判断、備えるべき機能や

配置、用途の複合化等を検討し、基本構想及び基本計画作成の支援を行う。 

（２）現況調査 

□坂田小学校校舎躯体劣化度調査 

□屋内運動場耐力度調査 

   □坂田小学校職員への施設面の課題調査 

□教職員からの要望調査 

   □施設内の記念樹・記念品等の調査 

３ 関係課との協議 

（１）用途の複合化 

   □危機管理課 

    ・防災機能、避難所として備えたい機能について 

    ・危機管理監からの助言（学校施設・道路の状況を視察） 
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   □子育て支援課 

    ・放課後児童クラブ施設の方向性について 

（２）周西中グランドの共用 

   □管理課 

    ・市道の歩行者用道路化（車両通行禁止）、市道廃止等について 

４ 全庁横断的な協議 

学校再編検討委員会については、各部局から委員を選出していることから、全庁

横断的な検討の場として協議を進めている。 

   □第１回  ７月 ３日 基本構想及び基本計画の策定の考え方について 

   □第２回 １１月１３日 現況調査結果と用途の複合化について 

   □第３回  １月１９日 基本構想及び基本計画策定について（予定） 

  ※第３回目において協議後、ＦＭ推進本部（幹事会を含む）に報告する。 
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八重原地区通学区域見直しに関する学校関係者協議会について 

１ 趣旨 

学校再編第３次実施プログラムの策定にあたり、八重原地区の通学区域の見

直しについて、学校や地域を熟知している学校関係者から意見を聴取し、課題

を洗い出す。 

２ 組織 

    八重原小、南子安小、北子安小、外箕輪小、君津中、八重原中より 

    学校長、保護者代表１名、地域代表（学校評議員）１名 

３ 開催日及び協議内容 

  第１回 ７月９日 □現状と課題（通学路、地域連携） 

□適正規模・適正配置 など 

第２回 ９月１日 □通学路の安全確保（国道横断） 

         □自治会と通学区域 

         □小学校と中学校の関係性 など 

４ 意見概要 

（１）適正規模に関すること 

   ・クラス替えができる規模は必要 

   ・学校施設にあった規模が望ましい 

（２）通学に関すること 

・国道の横断する場合は安全確保のための手立てが必要 

・ハード面とソフト面の対策が必要 

 （３）自治会の区割りと通学区域に関すること 

    ・地域行事等に与える影響やこれまで築き上げたつながりを考慮してほしい 

（４）小学校と中学校の進学に関すること 

    ・小学校と中学校で通学区域が異なることは大きな問題にはならない 

 （５）他地域に関すること 

    ・貞元小学区や周南小学区の再編はあるのか 

 （６）施設整備に関すること 

    ・再編に合わせてしっかりと学校施設を整備してほしい 
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令和２年１２月２４日 

保 健 福 祉 部 

本市では、新型コロナウイルスの影響で市内の公立学校等が休校等となった場合な

どにおいて、保健所による PCR 検査（行政検査）の対象にならなかった生徒等のう

ち、希望する方を対象に、千葉大学大学院医学研究院と11月 30日に締結した協定

により、ＰＣＲ解析を実施します。 

１ 目的 

 市内で新型コロナウイルス感染症の影響により学校等が休校等となった場合に、無

症状であり、保健所による PCR 検査（行政検査）の対象となっていない関係者に対

して、ＰＣＲ解析を実施し、学校等の再開に当たっての不安を解消し安心を確保する

ことを目的とします。

２ 内容 

行政検査の対象とされなかった学校等の児童、生徒、教職員等（解析対象者）の唾

液を千葉大学医学部に研究用として提供し、ＰＣＲ解析を実施します。 

 ※研究目的に採取する検体（唾液）の解析であって、衛生検査としてのＰＣＲ検査

には該当しません。 

３ 対象者 

主に、君津市立保育園、同こども園、同小学校、同中学校に在籍する児童・生徒、

職員 

４ 実施手順 

①解析対象者又はその保護者等（以下「解析対象者等」という。）の意向を確認し、

同意書を提出してもらう。 

②解析対象者等が検体回収キットを使用し、検体（唾液）を採取する。 

③検体（唾液）を千葉大学医学部に搬送する。 

④千葉大学医学部がＰＣＲ解析機器を使用し、唾液のＰＣＲ解析をする。 

⑤解析結果として陽性の疑いの「有無」が判定される。 

 ※陽性の疑いが「有」と判定された者がいた場合は、君津市が指定した医療機関

を受診し、行政検査を実施する。（陽性が確定した場合は、医療機関から保健所

に届出を行う。） 

【共同記者会見】 

新型コロナウイルス感染症対策 

千葉大学と連携してＰＣＲ解析事業を実施します 
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５ 費用 

自己負担はありません。 

（ただし、陽性疑いの場合の医療機関受診に際しては、自己負担が発生します。） 

６ 期間 

 令和３年１月上旬から令和３年３月31日まで 

７ 共同会見出席者 

・千葉大学 大学院 医学研究院長  中山 俊憲 様 

・千葉大学 大学院 医学研究院教授 金田 篤志 様 
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